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甕

博物館の

今目と明

昔
の
モ
ノ
が
語
り
か
け
る

英
文
パ
ン
7
と

　
博
物
館
は
、
モ
ノ
を
通
し
て
学
び
、

考
え
る
た
め
の
施
設
で
す
。
温
故
知
新

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
モ
ノ
は
昔
の
人

々
の
知
恵
と
努
力
の
結
晶
で
あ
り
、
わ

た
し
た
ち
に
明
日
を
語
っ
て
く
れ
る
貴

重
な
財
産
で
す
。

　
さ
て
、
市
博
物
館
は
来
年
十
周
年
を

迎
え
ま
す
が
、
雪
と
織
物
と
信
濃
川
と

い
う
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
博
物
館

と
し
て
県
内
外
関
係
者
の
関
心
を
集
め

て
き
ま
し
た
。

『
友
め
会
』
の
あ
る
博
物
館

　
入
館
者
は
年
間
約
二
万
人
で
す
が
、

雪
国
と
し
て
は
か
な
り
多
い
数
で
す
。

　
活
動
は
特
別
展
、
巡
回
展
、
博
物
館

講
座
、
自
然
教
室
、
展
示
解
説
書
や
英

文
。
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
発
行
な
ど
。
千
人

の
会
員
を
も
つ
博
物
館
友
の
会
も
あ
り
、

学
習
会
、
グ
ル
ー
プ
研
究
、
文
化
財
め

ぐ
り
、
子
ど
も
博
物
館
、
郷
土
記
録
賞

募
集
、
郷
土
資
料
出
版
な
ど
を
行
い
全

国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

越後縮収蔵庫現博物館
　　（常設展示）

、

考古館現収蔵庫

ズ

じ

』葡””く7一一””「レ
▲博物館配置図　増築部分

入口

増
築
さ
れ
る
博
物
館

　
　
次
の
世
代
と
教
育
、
文
化
、
産
榮
．
観
光
の
た
め
篇

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
、
昔
の
モ
ノ
が
失
わ
れ
、
そ
の
保
存
対
策
が

間
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
次
の
世
代
の
た
め
に
も
わ
た
し
た
ち
は

こ
の
文
化
遺
産
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
博
物
館
で
は
、
市
民
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
資
料
収

集
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
越
後
縮
関
係
資
料
が

国
の
重
要
文
化
財
に
な
り
、
次
は
冬
の
民
具
の
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
方
は
遺
跡
の
宝
庫

で
、
発
掘
さ
れ
た
石
器
や
土
器
も
多
く
、
重
要
文
化
財
級
の
も
の

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
そ
の
収
蔵
展
示
場
所
が
な
く
、
宝
の
持
ち

ぐ
さ
れ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
年
、
国
・
県
の
補
助
を

受
け
、
博
物
館
を
増
築
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
、
約
一
、
七
〇
〇
平
方
眉
で

右
の
図
の
よ
う
に
越
後
縮
収
蔵
庫
（
約
六
〇
〇
平
方
揖
）
と
考
古
館

（
約
一
、
一
〇
〇
平
方
層
）
が
入
り
ま
す
。
内
容
は
三
パ
，
の
と
お
り

で
す
が
、
こ
れ
で
約
二
倍
（
約
三
、
七
〇
〇
平
方
揖
）
の
面
積
と
な

り
、
市
が
誇
れ
る
博
物
館
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
教
育
、
文
化
、

産
業
、
観
光
の
た
め
に
、
来
年
の
完
成
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
を
代
表
す
る

　
　
　
　
　
　
博
物
館
へ

　市博物館協議会会長

滝沢栄輔さん

　
開
館
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
現
状
の
約
二
倍
の
規

模
に
な
る
縮
収
蔵
庫
と
考
古
館
の
増
設

工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。
待
望
の
施

設
拡
充
だ
け
に
、
地
域
文
化
の
向
上
に

計
り
知
れ
な
い
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
内
部
資
料
の
充
実
、
教

育
研
修
、
遺
跡
調
査
、
市
史
研
究
、
友

の
会
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
、
ま
た
郷

土
植
物
園
、
遺
跡
ひ
ろ
ば
と
周
辺
の
環

境
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
縮
収
蔵
庫
と
考
古
館
が
完
成
す
る
と

県
内
屈
指
の
博
物
館
と
な
り
、
マ
イ
・

ラ
イ
7
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
の
中
核
都
市
、

十
日
町
・
魚
沼
地
域
の
中
心
的
な
文
化

セ
ン
タ
ー
と
し
て
大
き
な
役
割
を
荷
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
は
ソ
フ
ト
面
を
重
点
に
一
層
の

内
容
充
実
に
取
り
組
み
、
来
た
る
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
新
潟
を
代
表
す
る
文

化
ゾ
ー
ン
と
し
て
、
市
内
・
外
の
熱
い

期
待
に
こ
た
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

2



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　揮　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蒙嚢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廉　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　　　　　　　　載　　　　　　　　　　　　　　　糞　　　　　　　　　　　　蜷　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　鰐　　　　　　掩　　　　聾　　羅淵

．
卍
●

鵡
’

暮
ら
し
と
十
日
町
織
物
の
源
流
を
求
め
て

　
今
回
建
設
さ
れ
る
越
後
縮
収
蔵
庫
に

は
、
昭
和
六
十
一
年
に
国
の
重
要
有
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
越
後
縮
の

紡
織
用
具
及
び
関
連
資
料
、
二
千
九
十

八
点
が
収
蔵
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
博
物
館
で
図

録
妻
有
の
女
衆
と
縮
織
り
（
三
千
円
）

と
し
て
出
版
し
て
い
ま
す
が
、
織
物
と

そ
の
生
活
背
景
ま
で
も
含
め
て
集
め
た

資
料
と
し
て
は
全
国
的
に
も
め
ず
ら
し

く
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
越
後
縮
と
い
う
織
物
に
つ
い

て
は
も
は
や
知
ら
な
い
世
代
が
多
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
生
産
は

十
日
町
や
魚
沼
・
頸
城
地
方
で
行
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ユ
わ
ケ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
は
古
く
、
平

安
時
代
に
は
庶
民
の
着
用
を
禁
ず
る
記

録
も
あ
り
、
全
盛
期
の
江
戸
時
代
に
は

武
士
の
式
服
に
も
な
っ
た
ほ
ど
の
も
の

で
す
。
原
料
は
青
苧
（
オ
）
で
、
農
家

の
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
織
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
年
間
に
一
、
二
反
し
か
で
き
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
大

変
な
仕
事
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
の

技
術
が
今
日
の
十
日
町
織
物
の
基
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
、
織
物
と

い
う
も
の
と
、
そ
の
時
代
を
生
き
た
わ

た
し
た
ち
の
先
輩
や
農
家
、
商
家
の
暮

ら
し
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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▲重要有形民俗文化財

馨
獺
灘

土器

河
岸
段
丘
に
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
を
さ
ぐ
る

　
も
う
一
方
の
考
古
館
に
は
、
市
内
の

遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
石
器
や
土
器
な

ど
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
遺
跡
の
分
布
や

内
容
に
つ
い
て
は
、
博
物
館
で
発
行
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
十
日
町
の
遺
跡
（
千

円
）
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

で
は
当
時
の
暮
ら
し
ま
で
も
復
元
し
、

わ
か
り
や
す
く
展
示
す
る
計
画
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
の
地
方
は
考
古
学
の
宝
庫

だ
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
遺
跡
は

信
濃
川
の
流
れ
が
つ
く
っ
た
日
本
一
と

い
わ
れ
る
河
岸
段
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
台
地
に
わ
た
し
た
ち
の
祖
先
は
住

み
つ
き
ま
し
た
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い

る
遺
跡
は
約
百
七
十
ヵ
所
で
、
古
い
の

は
約
一
万
五
千
年
前
の
石
器
時
代
、
多

い
の
は
約
四
干
年
前
の
縄
文
時
代
の
も

の
で
す
。
原
始
時
代
と
い
う
と
野
蛮
人

を
想
像
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
彼

ら
は
か
な
り
の
能
力
を
も
ち
、
現
代
文

明
の
原
形
的
な
も
の
は
す
で
に
作
り
出

し
て
い
ま
し
た
。
厳
し
い
自
然
の
中
で
、

わ
た
し
た
ち
の
祖
先
が
生
き
る
知
恵
を

身
に
つ
け
て
く
れ
た
か
ら
こ
そ
、
今
日

の
社
会
が
あ
る
の
で
す
。

　
な
お
、
考
古
館
の
展
示
工
事
に
つ
い

て
は
予
算
の
都
合
で
昭
和
六
十
五
年
度

に
な
り
ま
す
が
、
特
に
子
供
た
ち
に
は

興
味
の
あ
る
施
設
と
な
る
で
し
ょ
う
。

昭和63年11月10日と∂サガ伊33
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難
、

り88

　　　　　難
　繋塀．
蜥

倉チビっ子ビクス子どもはもちろんですが、
どちらかというと親のほうが夢中です。

奮調理師会、やまな会、なかさわ作業所、身障者福祉センターの
皆さんがフェアを盛り上げました。

⇒
く
す
り
と
健
康
フ
エ
ア
　
な
ん
と
言
っ
て
も

薬
昧
酒
が
人
気
の
的
。
で
も
、
飲
み
過
ぎ
は
よ

く
な
い
で
す
よ
。

萎
欄

粘輪

．
罫

⇒
成
人
病
予
防
コ
ー
ナ
ー
　
　
「
ち
ま
っ
と
測
っ

て
み
ま
せ
ん
か
」
。
自
分
の
脈
は
く
や
血
圧
を

知
っ
て
お
く
こ
と
も
立
派
な
健
康
管
理
で
す
。

　
明
る
い
明
日
へ
の
架
け
橋
％
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
が
、
十
月
二
十
八
日
・
二
十

九
日
・
三
十
日
の
三
日
間
、
ク
ロ
ス
ー
0
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
八
回
目
を
数
え

る
今
年
は
、
新
潟
県
薬
事
団
体
連
絡
協
議
会
や
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡
薬
剤
師
会
の

協
力
で
「
く
す
り
と
健
康
フ
ェ
ア
」
も
開
か
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
健
康
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
や
記
念
講
演
な
ど
に
延
べ
三
千
五
百
人
が
訪
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。

金内科相談「定期に検診

を受けていますか」はい！

歯
。
1

し
す
ね

む
ま
う

「
い
よ

　
て
し

談
っ
ま

相
ま
し

科
じ
治

歯
は
く

倉
が
早

鰍

ゆ
体
力
測
定
コ
ー
ナ
ー
　
握
力
、
背
筋
力
、
踏

台
昇
降
運
動
な
ど
に
挑
戦
。
「
ま
だ
ま
だ
若
い

で
す
」
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

含記念講演　三遊亭円楽さん「笑いと

人生」をテーマに約2時間講演し、会
場には800人が入1）ました。

⇒
栄
養
相
談
コ
ー
ナ
ー
　
心
と

体
を
養
う
根
源
で
す
。
か
た
よ
っ

た
食
事
に
び
っ
く
り
す
る
人
も
。

4



謬
上
水
道
事
業
決
算
状

　
昭
和
六
十
二
年
度
の
水
道
事

業
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
前
年
度
に
引
き
続
き
、
①

生
活
用
水
の
安
定
供
給
②
有
収

率
の
向
上
（
漏
水
調
査
委
託
）

③
冬
期
間
の
水
量
確
保
④
配
水

管
洗
浄
工
事
（
赤
水
対
策
）
⑤

経
常
経
費
の
節
減
な
ど
を
目
標

に
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
水
道
水
一
立
方
層
（
ド
ラ
ム

缶
約
五
本
分
）
当
た
り
の
費
用

は
、
百
八
十
五
円
八
十
五
銭
に

な
り
前
年
度
の
百
八
十
四
円
九

十
八
銭
よ
り
わ
ず
か
に
上
昇
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
減
価
償
却

費
、
支
払
利
息
、
企
業
債
取
扱

諸
費
が
伸
び
た
た
め
で
す
。

　
剛
　
万
　
位
　
単◎収益的収入および支出

支　　　　　出 収　　　　　入

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

営業費用 38，293 営業収益 60，350

営業外費用 20，816 営業外収益 501

小　　　計 59，109

当年度純利益 1，742

合　　　計 60，851 合　　　計 60，851

　
収
益
勘
定
で
は
、
千
七
百
四

十
二
万
円
の
純
利
益
と
な
り
ま

し
た
。第
三
期
拡
張
工
事

　
冬
期
問
の
水
源
を
確
保
す
る

た
め
、
拡
張
事
業
用
地
取
得
や

除
鉄
装
置
、
浄
水
機
械
、
場
内

配
管
、
電
気
計
装
な
ど
の
設
備

工
事
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
改
良
工
事

　
四
千
二
百
九
十
層
の
老
朽
管

共
同
管
の
統
合
に
よ
る
配
水
管

の
布
設
替
え
を
は
じ
め
、
消
火

栓
設
置
、
第
三
水
系
配
水
管
洗

浄
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

剛万位単（◎資本的収入および支出

支　　　　　出 収　　　　　入

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

建設改良費 30，367 企　業　債 23，970

企業債償還金 5，057 負　担　金 41

合　　　計 35，424 合　　　計 24，011

資本勘定における資金不足額1億1，413万円は、減債

積立金、損益勘定留保資金で補てんしました。

　
　
　
　
　
　
兄

　
　
　
　
　
　
、
マ

　
資
本
的
勘
定
で
は
、
差
引
き

一
億
千
四
百
十
三
万
円
の
不
足

と
な
り
ま
し
た
が
、
損
益
勘
定

留
保
資
金
等
で
補
て
ん
し
、
収

支
の
均
衡
を
図
り
ま
し
た
。

水
も
れ
発
見
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
を

　
道
路
上
な
ど
の
水
も
れ
を
発

見
し
た
と
き
は
、
水
道
局
（
盈

57

　
3
1
1
1
内
線
脚
・
蜀
）

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

勾雌31月　年63％働即鯛62和昭（
◎給水事業の状況

区　　　分 昭和62年度 昭和61年度 増　減 比率（％）

給　水　栓　数醗） 8，477 8，434 43 100．5

給　水　人　口（刃 28，638 28，840 △202 99．3
年間使用水量（mう 3，053，628 3，002，821 50，807 101．7

1日最大配水量（醗3） 13，551 14，170 △619 95．6
1日平均使用水量（mう 8，343 8，227 116 101．4

1栓当たり年聞使用水量（鱒 360 356 4 101．1

リゾートで勤弓う

一一部監視区域に

　　　指定されます
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2ユ世紀“まち図

　
集
落
単
位
で
説
明
会
を
開
催

　
当
間
高
原
地
区
の
リ
ゾ
ー
ト

開
発
計
画
は
民
間
と
市
と
の
研

究
会
で
具
体
化
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
地
権
者
や
関
係
集
落
へ

の
状
況
説
明
が
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
の
で
計
画
の
内
容
公
表
は
、

も
う
少
し
先
に
な
り
ま
す
。

　
今
、
計
画
し
て
い
る
内
容
は

日
本
の
リ
ゾ
ー
ト
ブ
ー
ム
の
中

で
ほ
か
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
負
け

な
い
珠
川
台
地
と
南
雲
台
地
の

広
い
面
積
の
活
用
（
土
地
所
有

者
の
同
意
が
必
要
で
す
）
を
考

え
て
い
ま
す
。
市
と
一
体
と
な

っ
て
研
究
し
て
い
る
企
業
以
外

の
人
た
ち
に
土
地
を
売
買
さ
れ

ま
す
と
リ
ゾ
ー
ト
開
発
全
体
に

大
き
な
影
響
が
出
ま
す
。
そ
の

た
め
計
画
の
実
現
が
不
可
能
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
市
や

研
究
会
か
ら
の
説
明
会
を
聞
く

鮎

ま
で
は
土
地
の
売
買
は
し
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
説
明
会
は
、
地
元
の
建
設
促

進
委
員
会
と
相
談
し
な
が
ら
、

各
集
落
単
位
で
開
く
予
定
で
す
。

　
監
視
区
域
で
地
価
の
安
定
を

　
新
潟
県
で
は
総
合
保
養
地
域

整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
に
基

き
基
本
構
想
の
承
認
申
請
が
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
国

で
は
、
土
地
の
投
機
取
引
お
よ

び
地
価
の
高
騰
が
生
ず
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
必
要

に
応
じ
国
土
利
用
計
画
法
に
定

め
る
監
視
区
域
の
指
定
を
行
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
新
潟
県
で
は
適
正

な
リ
ゾ
ー
ト
整
備
を
進
め
る
た

め
に
次
の
と
お
り
監
視
区
域
を

指
定
し
、
地
価
の
安
定
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
監
視
区
域
の
範
囲
は
、
十
日

鞭
．
4
野
甑
姦

鮮

町
市
庚
、
大
字
伊
達
甲
・
乙
・
　
顧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

丙
・
丁
・
庚
・
辛
、
大
字
新
宮
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

甲
・
乙
、
大
字
馬
場
己
、
壬
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
さ

癸
の
全
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
鍛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

監
視
期
間
は
、
昭
和
六
十
三
年
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
五
日
か
ら
六
十
八
年
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ

三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
こ
の
地
域
で
は
、
一
万
平
方
獺

厨
以
上
の
土
地
取
引
に
届
出
が
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
鞭

今
後
は
二
千
平
方
規
以
上
が
知
蔚

事
に
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
灘

土
地
取
引
届
出
事
務
説
明
会
　

と
　
き
　
十
一
月
十
五
日
ω℃
午
猟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
前
十
時
～
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
i
集
団

　
検
診
室
（
二
階
）
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
　
地
域
開
発
室
　
　
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
獺

　
（
盈
5
7
1
3
1
1
1
内
線
齪
・

　
鵬
）
へ
。
　
　
　
　
　
欄

　
※
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い

　
　
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
襲
辮
　
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
　
鰍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

　
　
　
　
　
　
　
鍵
灘
　
，
％
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
　
　
　
撚

灘
難

宿泊観光も考えな

　　蝋舗　藁　鱒．
。繊

　　　　　鶏　　　　　謹　　　　　覗　　　　笹　　　欝　　　蹄　　　醸　澤
藍鯉轟
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は
い
、
曲
げ
ま
す
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
体
操

　
市
で
は
、
　
「
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
「
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
体
操
」
を
考
案
し
ま
し
た
。
そ
の
講
習
会
が
十
月
十
八
日
、

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
ク
ラ
ブ
代
表
者
約
百
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
体
操
は
、
プ
レ
ー
に
熱
中
し
、

そんなに無理せず、動作はゆっくりと

手
足
や
首
が
疲
れ
る
と
い
う
訴
え
が
多

い
こ
と
か
ら
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
背
伸
び
や
横
ひ
ね
り
、
足
踏
み
な
ど

十
種
類
の
動
き
で
わ
か
り
や
す
く
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
十
日
町
小
唄
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
軽
快
な
曲
つ
き
で
、
ス
テ

イ
ッ
ク
を
両
手
で
持
ち
、
無
理
な
く
体

が
ほ
ぐ
れ
約
三
分
間
で
終
わ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
覚
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
衛
生
課
国

保
係
（
奮
5
7
　
3
1
1
1
内
線
蜘
・
幽
）

で
す
。

　
＋
日
町
北
▽
タ
マ
が
自
バ
イ
四
台
を
寄
贈

　
十
日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
が
十
月
二

十
三
日
、
ク
ロ
ス
拍
で
開
か
れ
ま
し
た
。
式
典
は
、
主
催
者
の
あ
い
さ
つ

や
来
賓
の
祝
辞
の
あ
と
、
ク
ラ
ブ
誕
生
か
ら
今
日
に
至
る
経
過
や
活
動
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
で
は
、
日
米
交
換
学
生
の
派
遣
、
数
多
く

善意の贈り物に大喜びです

の
地
域
奉
仕
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
記
念
事
業
の
節
目
に
は
、
交
通

セ
ン
タ
ー
屋
上
に
安
全
標
語
看
板
を
、

な
か
さ
わ
作
業
所
や
つ
つ
じ
工
房
に
机
、

カ
メ
ラ
、
バ
イ
ク
な
ど
を
寄
贈
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
「
交
通
安
全
を
願
い
」

市
に
白
バ
イ
四
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
白
バ
イ
は
、
十
日
町
・
中
条
・
吉

田
・
下
条
地
区
に
配
置
さ
れ
、
交
通
指

導
の
た
め
有
効
に
役
立
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

垂襯鷺灘羅、灘難臨
、　　・嚢縷　纏醸難遜
、
難
難 簿難、灘醗
　馨欝灘　　　　　　 欝一醸～

イ〃ズルーシ3ン　ー

、肇の〃・一8一
　　ぐ▽
底1，☆9　雪国の郷愁・わら工芸
　1　／一＼！二斜管り
　㌧藍．4．．．・1一…ノ　　　　　ここ赤倉では今年も仕事の始まり・熟練した
　な瀬、ギ敵　兼＞、．、、　　　　　　　　　》
　　’～て、、・’　　　指先かり、青刈りの薫りいっぱいのわらが宝船、
　　　　　ヤくマ
鈴木　　蘭さん　　　状さし・俵などの工芸品に生まれ変わります・

　（広報協力員）　　　　　間もなく辺り一面、銀世界の冬を迎えます。

拶
欝
髄
謬
厩
に
蘇
躇
鞍
・
薯
〃

ぽ
ん
く
ら
頭
の
ボ
ケ
防
止
に
、
よ
い
と
思
い
ま
す
よ

　
月
に
二
回
づ
つ
、
高
齢
者
学
級
の
習

字
と
俳
句
に
通
っ
て
い
ま
す
。
お
お
ぜ

い
の
人
た
ち
と
話
が
で
き
る
も
ん
だ
か

ら
、
公
民
館
に
来
る
日
を
楽
し
み
に
し

庭野　勝太郎さん

（西本町1　80歳）

て
い
る
ん
で
す
。
通
い
始
め
て
十
数
年

に
も
な
り
ま
し
た
よ
。
習
字
は
三
年
前

に
三
段
を
と
り
、
助
け
て
も
ら
い
な
が

ら
何
と
か
指
導
役
を
や
っ
て
い
ま
す
。

俳
句
は
毎
回
、
五
句
づ
つ
持
ち
寄
る
ん

で
す
が
、
ぼ
ん
く
ら
頭
の
ボ
ケ
防
止
に

は
よ
い
と
思
い
ま
す
ね
。

　
み
ん
な
で
チ
ビ
ッ
子
公
民
館
の
お
手

伝
い
も
や
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
竹
ト

ン
ボ
、
竹
ス
キ
ー
な
ど
を
子
供
た
ち
と

楽
し
み
な
が
ら
作
る
ん
で
す
。
少
し
教

え
る
と
す
ぐ
に
で
き
て
、
今
の
子
供
た

ち
も
な
か
な
か
器
用
な
も
ん
で
す
よ
。

主
人
も
入
会
、
共
通
の
話
題
が
で
き
楽
し
い
で
す
ね

　
「
遊
ん
で
い
る
の
も
…
…
」
と
茶
飲

み
ば
な
し
を
し
て
い
た
時
、
　
「
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
て
み
た
ら
」

と
友
達
に
紹
介
さ
れ
た
ん
で
す
。
今
年

渋谷チヨさん
　（新座2　61歳）

で
三
年
に
な
り
ま
し
た
。
家
庭
の
留
守

番
で
す
。
午
後
に
出
か
け
て
夕
方
に
帰

っ
て
き
ま
す
。
掃
除
、
台
所
の
片
づ
け
、

庭
の
草
取
り
な
ど
を
や
っ
て
き
ま
す
。

小
学
一
年
の
女
の
子
が
い
る
ん
で
す
が
、

私
が
帰
る
時
に
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
言
っ
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
。
行
き
始

め
て
一
年
半
に
も
な
り
ま
す
か
ら
孫
の

よ
う
に
か
わ
い
い
で
す
ね
。

　
主
人
も
入
会
し
て
い
る
も
ん
で
す
か

ら
共
通
の
話
題
が
で
き
、
家
で
毎
日
の

様
子
を
話
し
合
っ
た
り
し
ま
す
。
本
当

に
楽
し
い
で
す
ね
。

6



　
　
無
事
故
を
題
つ
交
通
安
全
チ
有
ー
芸
能
大
会

　
十
一
月
五
日
、
吉
田
小
学
校
で
「
交
通
安
全
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
芸
能
大
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
躍
動
感
の
あ
る
あ
す
な
ろ
太
鼓
や
踊
り
、
バ
ザ
ー
に

家
族
づ
れ
な
ど
三
百
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
合
問
に
は
、
交
通
安
全

式
典
も
行
わ
れ
、
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
発
表
が
あ
り
、
次
の
三
人
が

たたいて、歌って、踊って、拍手かっさい

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▼
低
学
年
の
部
　
太
田
圭
（
鐙
島
小
二

年
）
▼
中
学
年
の
部
　
児
玉
麻
貴
子

（
吉
田
小
三
年
）
▼
高
学
年
の
部
　
尾

身
香
穂
里
（
真
田
小
五
年
）

　
ま
た
、
　
「
交
通
遺
児
に
」
と
児
玉
昭

一
郎
さ
ん
（
安
協
支
部
長
）
か
ら
近
藤

助
役
に
バ
ザ
！
の
収
益
金
十
万
円
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画

は
「
事
故
を
な
く
し
、
明
る
い
地
域
を
」

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
四
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

20
　ねいろ
琴の音色、古来の響きが伝わります

、
線
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
い
　
せ
ん
　
か
い

琴
を
親
し
む
「
翠
染
会
」

　連　絡（先盈田．．
52柳i中
2翠
0町染9さ
辱ん

郵

　
会
員
は
十
三
人
、
琴
の
弦
と
同
じ
数

で
す
。
練
習
は
毎
週
金
・
土
曜
の
午
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
ヒ
レ
リ
　
い
げ

一
時
か
ら
、
十
三
本
の
琴
桂
を
移
動
し

て
音
調
を
整
え
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま

す
。
琴
は
奈
良
時
代
に
貴
族
が
愛
用
し

た
雅
楽
の
一
つ
で
す
。

　
「
よ
く
『
取
っ
付
き
に
く
い
、
む
ず

か
し
そ
う
だ
』
と
耳
に
し
ま
す
け
ど
、

バ
イ
オ
リ
ン
や
三
味
線
と
違
っ
て
形
が

で
き
て
い
ま
す
か
ら
や
る
気
さ
え
あ
れ

ば
。
で
も
、
今
は
琴
な
ど
の
邦
楽
よ
り

洋
楽
の
方
が
人
気
が
あ
り
、
少
し
さ
み

し
い
で
す
ね
」
と
柳
さ
ん
が
話
し
ま
す
。

　
会
が
生
ま
れ
て
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
記
念
し
て
五
月
に
念
願
の
演
奏

会
が
大
成
功
に
終
わ
っ
て
、
こ
れ
か
ら

励
み
に
な
る
と
会
員
は
大
喜
び
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
れ
ん
か
い

毎
年
、
き
も
の
ま
つ
り
や
観
蓮
会
、
雪

ま
つ
り
の
行
事
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
有
名
な
「
琴
六
段
の
調
べ
」

「
八
千
代
獅
子
」
　
「
春
の
海
」
　
「
千
鳥

の
曲
」
が
一
番
喜
ば
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
お
座
敷
で
、
き
も
の
姿
に
琴
を
弾

く
の
は
情
緒
深
く
、
日
本
人
に
ぴ
っ
た

り
合
い
ま
す
。
ド
レ
ミ
の
音
符
を
覚
え

る
よ
り
や
さ
し
い
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
も
琴
を
と
お
し
て
伝
統
音
楽
に
親

し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
琴
を
奏
で
る

会
員
は
訴
え
て
い
ま
す
。
最
近
は
ド
レ

ス
で
演
奏
す
る
人
も
あ
る
と
か
。

雛
愚
、
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　響
　　　　　　　　　　　　　　　　　で　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　ば
　　　　　　　　　　　　　　　つ　　　　　　　　　　　　　　￥
　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　1さ　　　　　　　　　　　　菌
　　　　　　　　　　　公　　　　　　　　　　宮　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　四　　　　　　　“で
　　　　讐

　　　　イ

　
　
実
行
委
員
会
で
企
画
、
運
営

　
昔
、
に
ぎ
わ
っ
た
下
町
の
祭
り
を
復

活
さ
せ
よ
う
と
数
人
の
有
志
が
集
ま
り
、

本
町
五
⊥
ハ
丁
目
青
年
部
会
と
し
て
発

足
し
た
の
が
、
昭
和
四
十
八
年
で
す
。

「
地
域
社
会
の
振
興
と
町
内
の
福
祉
活

動
を
と
お
し
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
」
を
目
的
に
意
欲
的
な
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
三
十
六
人
の
会
員
で
「
会
員

親
睦
、
少
年
野
球
、
諏
訪
祭
り
・
敬
老

会
、
十
五
夜
祭
り
」
と
四
つ
の
実
行
委

員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
そ
の
四
つ
が

そ
れ
ぞ
れ
年
間
事
業
を
企
画
し
、
運
営

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　
最
大
の
事
業
は
十
五
夜
祭
り

　
主
な
事
業
は
新
年
度
総
会
、
夜
回
り
、

十
五
夜
杯
争
奪
少
年
野
球
、
諏
訪
祭
り
、

十
五
夜
祭
り
、
敬
老
会
、
春
・
秋
の
公

園
の
草
取
り
や
雪
囲
い
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に

九
月
は
最
大
の
事
業
で
あ
る
十
五
夜
祭

り
で
す
。
下
町
全
域
の
協
力
を
得
て
夜

店
や
舞
台
、
み
こ
し
と
趣
向
を
凝
ら
し
、

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
そ
の
か
い
が
あ
っ
て
「
下

町
に
十
五
夜
祭
り
あ
り
」
と
言
わ
れ
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
に

は
招
待
事
業
と
し
て
七
十
歳
以
上
の
お

年
寄
り
を
招
き
敬
老
会
を
や
り
、
春
か

ら
秋
に
か
け
て
は
交
替
で
夜
回
り
を
し

て
防
火
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
全
盛
時
に
六
十
人
の
大
所
帯
に
膨
れ

上
が
っ
た
当
時
と
比
べ
、
会
員
も
活
動

も
減
り
ま
し
た
。
今
年
は
お
か
げ
で
新

会
員
も
加
わ
っ
て
、
奇
抜
な
発
想
や
ア

イ
デ
ア
が
「
ポ
ン
ポ
ン
」
と
飛
び
出
し
、

な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
一
つ
残
念
な
こ
と
は
、
男
性
だ
け

の
所
帯
だ
け
に
花
の
一
輪
が
添
え
ら
れ

れ
ば
も
っ
と
活
気
が
出
る
と
思
い
ま
す
。

　
長
い
年
月
が
た
つ
と
活
動
も
マ
ン
ネ

リ
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
う
な
ら
な
い

た
め
、
時
に
は
酒
を
飲
み
な
が
ら
語
り

合
い
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
”
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
”
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

7とおガ夢3昭和63年11月10日
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‘2んに5な。

　　画財政課では安定的な財源を確

　めています。そこで家庭を預かる

鐙坂3）と宮沢竹利企画財政課長か

　市民の台所を預かっている企

保しながら・十日町市の振興に努

主婦のひとりである栗林京子さん（北

らお話をしていただきました。

　
四
つ
の
係
で

　
　
　
　
　
家
計
の
役
割

栗
林
　
　
「
企
画
財
政
課
」
と
言
う
と
市

民
の
皆
さ
ん
は
、
　
「
お
金
を
扱
っ
て
い

る
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

宮
沢
　
　
「
お
金
」
を
直
接
扱
っ
て
い
る

の
は
会
計
課
で
す
。
企
画
財
政
課
は
財

政
係
、
企
画
調
整
係
、
管
財
係
、
電
算

係
の
四
つ
の
係
が
あ
り
ま
す
。

　
財
政
係
は
予
算
編
成
や
建
設
工
事
の

契
約
、
市
で
使
う
物
品
な
ど
の
購
入
を

し
て
い
ま
す
。
企
画
調
整
係
は
総
合
計

画
、
各
課
と
の
調
整
役
や
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
が
主
で
す
。
管
財
係
は
市
の
財

産
の
取
得
や
土
地
開
発
公
社
な
ど
の
仕

事
で
す
。
電
算
係
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

使
っ
て
住
民
記
録
な
ど
作
っ
て
い
ま
す
。

栗
林
　
ず
い
ぶ
ん
、
た
く
さ
ん
の
仕
事

が
あ
る
ん
で
す
ね
。
ま
ち
づ
く
り
の
基

に
な
る
、
い
わ
ば
市
民
の
家
計
を
担
当

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

宮
沢
　
暮
ら
し
に
密
着
し
た
学
校
や
保

育
所
を
建
て
た
り
、
道
路
整
備
し
た
り
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
ざ
し
、
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

仕
事
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
に
入

っ
て
く
る
お
金
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

く
税
金
が
大
切
な
財
源
に
な
り
ま
す
。

　
収
入
は
四
つ
の

　
　
　
　
　
　
柱
が
基
本

栗
林
　
そ
の
家
計
は
、
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
、
簡
単
に
教
え
て
く
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

さ
い
。

宮
沢
　
市
の
予
算
は
、
一
般
会
計
と
特

別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
き
ょ
う
は
、
そ

の
一
般
会
計
の
状
況
を
説
明
し
ま
す
と
、

ま
ず
市
に
入
る
収
入
（
歳
入
）
は
、
次

の
四
つ
の
柱
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
つ
は
、
市
税
と
言
っ
て
市
民

税
や
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
な
ど

で
す
。
二
つ
目
は
、
国
が
国
税
を
市
の

財
政
力
に
応
じ
て
配
分
す
る
地
方
交
付

税
が
あ
り
ま
す
。
三
つ
目
は
、
特
定
な

事
業
や
事
務
を
す
る
た
め
に
も
ら
う
国

や
県
の
支
出
金
で
す
。
四
つ
目
は
、
こ

れ
だ
け
で
は
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
借

金
（
市
債
）
を
し
ま
す
。

栗
林
　
私
も
家
計
を
握
っ
て
い
る
主
婦

で
す
け
ど
、
暮
ら
し
を
切
り
詰
め
る
の

は
限
ら
れ
ま
す
が
、
か
と
言
っ
て
借
金

は
い
や
で
す
し
ね
。
今
年
は
い
く
ら
ぐ

ら
い
で
す
か
。

栗林京子さん

宮
沢
　
約
八
億
円
で
す
。
後
世
に
残
る

小
・
中
学
校
な
ど
を
建
て
る
資
金
と
し

て
借
金
を
し
ま
す
。
住
宅
ロ
ー
ン
だ
と

思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
わ
か
り
や
す
い

で
し
よ
う
か
。

　
支
出
は

　
　
土
木
費
が
ト
ッ
プ

栗
林
　
こ
う
し
て
集
ま
っ
た
お
金
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
ど
の
よ
う
に
使
う

か
、
計
画
を
立
て
る
の
が
、
支
出
（
歳

出
）
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

宮
沢
　
　
「
市
報
と
お
か
ま
ち
」
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
多
い
ほ
う
か
ら

説
明
し
ま
す
と
道
路
や
公
園
整
備
、
克

雪
都
市
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
土
木
費

が
ト
ッ
プ
で
す
。
次
い
で
お
年
寄
り
や

体
の
不
自
由
な
人
た
ち
の
た
め
に
使
わ

れ
る
民
生
費
、
そ
し
て
教
育
費
、
総
務
費
、

の
順
で
す
。

栗
林
　
道
や
橋
な
ど
の
土
木
費
、
は
多
い

で
す
ね
。
今
、
十
日
町
橋
の
改
修
工
事

で
不
便
を
感
じ
て
い
ま
す
。
道
や
橋
が

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
に
大
き
な
役
割

を
果
し
て
い
る
こ
と
を
通
切
に
感
じ
ま

し
た
。

宮
沢
　
確
か
に
産
業
や
市
民
生
活
に
密

接
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
か
ら
、
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
栗
林
さ
ん
が
、
お
っ

し
ゃ
る
と
お
り
、
お
金
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
毎
年
、
知
恵
を
出

し
合
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
や
将

来
展
望
が
開
け
る
よ
う
に
と
「
市
民
と

市
と
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
提
言
や
要
望
は
百
六

十
五
件
も
あ
り
等
こ
の
う
ち
道
路
関
係

は
四
十
件
で
全
体
の
二
十
五
％
を
占
め

ま
す
。

栗
林
　
そ
ん
な
に
要
望
が
多
い
と
予
算

を
組
む
時
は
、
順
番
を
つ
け
て
進
め
る

の
で
す
か
。

宮
沢
　
必
要
度
や
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
優
先
順
位
を
つ
け
て
進
め
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
健
全
な

　
　
　
財
政
運
営
に
努
力

栗
林
　
「
お
金
が
も
う
か
る
か
ら
や
る
、

お
金
が
な
い
か
ら
止
め
る
」
と
い
う
民

間
企
業
と
は
少
し
違
い
ま
す
か
ら
、
知

恵
を
し
ぼ
っ
て
財
源
を
や
り
く
り
す
る

こ
と
が
要
求
さ
れ
ま
す
ね
。

宮
沢
　
急
激
に
は
税
収
の
伸
び
も
期
待

で
き
ま
せ
ん
し
、
長
い
目
で
市
民
生
活

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

栗
林
　
今
ま
で
の
お
話
で
「
企
画
財
政

課
」
の
内
容
が
、
う
す
う
す
わ
か
り
ま

し
た
。
次
代
の
人
た
ち
が
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
た
め
に
、
急
が
ず
あ
せ
ら
ず
、

お
互
い
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。宮
沢
　
今
後
、
い
っ
そ
う
健
全
財
政
を

目
ざ
し
て
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
市
民
だ
け
で
な
く
、
一
人
で
も
多

く
人
が
集
ま
っ
て
、
来
た
く
な
る
よ
う

な
ま
ち
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
協

力
を
い
た
だ
か
な
い
と
、
何
も
で
き
ま

せ
ん
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

→家庭＼理解しあえる友達がいて＼地域の人々の助けがあってこそ。人間らしく生きられるものと思います・

8
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　材料　（4人分）
・トマト…3ヶ・ピーマン（ししと
う＼ブロッコリ　等でも可）…4ケ
・ハム（焼豚＼ウインナ　ソーセ
ジ￥牛肉等でも可）…3009・ごま…
少々

※かけ汁…だし汁＼しょう油＼みり
ん＼塩＼コショウを好みで。

南雲マスさん

（寒5鷲66讐）

　
ト
マ
ト
が
と
っ
て
も
ま
ろ
や
か
に

　
ト
マ
ト
が
た
く
さ
ん
採
れ
た
こ
ろ
、

ト
マ
ト
嫌
い
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
「
ト

マ
ト
て
ば
、
う
ん
ま
い
や
ん
ね
」
と
言

っ
て
食
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
料
理
で
す
。

　
今
は
、
一
年
中
食
卓
に
あ
が
る
よ
う

に
な
っ
た
ト
マ
ト
も
、
味
の
方
は
…
…
。

そ
ん
な
ト
マ
ト
が
、
と
っ
て
も
お
い
し

く
大
変
身
！
ど
う
ぞ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

調
理
時
間
は
た
っ
た
の
五
分
。
忙
し
い

家
庭
に
ピ
ッ
タ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

〈
作
り
方
〉
①
ピ
ー
マ
ン
は
輪
切
り
、

ハ
ム
は
角
切
り
に
す
る
。

②
沸
騰
し
た
お
湯
の
中
に
①
の
材
料
を

入
れ
、
す
ぐ
に
取
り
出
す
。
　
（
ピ
ー
マ

ン
は
青
く
、
ハ
ム
は
油
抜
き
を
す
る
た

め
）0

ト
マ
ト
は
皮
を
む
き
、
一
口
大
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④
か
け
汁
を
作
り
、
熱
い
う
ち
に
、
ト

マ
ト
と
ハ
ム
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
器
に
。

0
④
の
上
に
ピ
ー
マ
ン
を
の
せ
、
ご
ま

を
か
け
る
。

⑥
温
か
い
う
ち
に
食
べ
る
。

　
夏
は
冷
や
し
て
、
冬
は
温
か
い
ま
ま

食
べ
ま
す
。
ト
マ
ト
が
と
っ
て
も
食
べ

や
す
く
な
り
、
青
味
に
季
節
の
野
菜
を

加
え
れ
ば
、
色
ど
り
も
き
れ
い
で
す
。

野
菜
嫌
い
の
子
供
さ
ん
や
、
油
っ
ぽ
い

も
の
が
苦
手
の
お
年
寄
り
の
い
る
家
庭

の
お
母
さ
ん
、
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　ジライヤフ＼ライブマンが大好き。絵本を何回も読

んでもらったから暗記したよ。だから妹（佐和子ち

ゃん）に読んであげるんだ。でも＼妹はすぐに絵本

を取るんだよね。牛乳が大好きな僕だから．きっと

ジライヤのように強い子になれると思うよ。

　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　
昆
虫
が
大
好
き
だ
よ
。
力
が
あ
る
し
強
い
も
ん
ね
。

中
で
も
ク
ワ
ガ
9
が
「
番
好
き
な
ん
だ
。

　
　
　
　
　
燃
　
灘
　
　
　
　
ん
－

嚢

司く

（6歳

村山

　仲良しのまり子ちゃん
です。いつも、おうちご
っこをして遊んでいるの。

お田さん役が好きなの。

　　　　　　　　南

盤　躍鎧篠
　　　　　　　　ん）

串ヤン縄スだより

　　Vol．20

中条中学校
、

黛高志丘健児のめざすものそれ
は、自学・鍛練・協働の精神“

　
十
一
学
級
、
四
百
二
十
三
人
の
生
徒

は
「
今
を
輝
け
、
中
条
中
」
を
合
い
言

葉
に
勉
学
に
い
そ
し
ん
で
い
る
。

晶
あ
い
さ
つ
は
真
心
こ
め
て

　
「
お
は
よ
う
」
　
「
さ
よ
う
な
ら
」
。

　
全
校
あ
げ
て
「
あ
せ
ま
み
れ
運
動
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
あ
い
さ
つ
、
整

理
、
団
結
、
服
装
、

礼
儀
を
実
践
す
る

運
動
で
あ
る
。

　
「
あ
せ
ま
み
れ

運
動
」
が
達
成
で

き
た
と
き
健
全
な

精
神
を
も
っ
た
中

学
生
に
な
れ
る
と
、

自
主
自
律
の
心
で
頑
張
っ
て
い
る
。

晶
文
武
両
道
を
目
ざ
し
て

　
自
ら
学
ぼ
う
と
す
る
朝
学
習
や
生
徒

の
自
作
問
題
の
学
習
な
ど
、
軽
快
な
鉛

筆
の
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
。
自
分
で
決

め
た
目
標
達
成
に
努
力
す
る
姿
で
あ
る
。

　
毎
月
一
回
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ア
先
生
が

英
語
の
授
業
に
来
校
さ
れ
る
。
若
く
て

し
か
も
美
人
な
の
で
、
少
し
恥
ず
か
し

い
思
い
が
す
る
生
徒
た
ち
で
あ
る
。

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

コ
ー
ス
の
完
成
と
と
も
に

中
は
心
身
と
も
に
燃
え
て
い
る
。

晶
よ
き
リ
ー
ダ
ー
を
目
ざ
し
て

　
八
月
に
は
恒
例
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
が

行
わ
れ
る
。
生
徒
会
や
学
級
の
リ
ー
ダ

ー
が
一
堂
に
会
し
、
　
「
リ
ー
ダ
ー
の
心

　
ス
ポ
ー
ツ
で
も

大
活
躍
の
年
で
あ

っ
た
。
陸
上
四
百

訂
で
全
国
大
会
出

場
、
郡
市
新
人
野

球
大
会
で
準
優
勝

な
ど
の
成
績
を
収

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
、
今
、
中
条

構
え
」
や
「
親
子
討
論

会
」
「
係
活
動
」
な
ど

を
学
習
し
て
い
る
。

P
T
A
役
員
も
参
加

し
、
躍
進
中
条
中
を

目
ざ
し
て
研
修
し
て

い
る
。

晶
郷
土
愛
を
目
ざ
し
て

　
地
域
の
文
化
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
苦

労
さ
れ
て
い
る
親
の
仕
事
を
身
を
も
っ

て
味
合
わ
せ
た
い
。
こ
ん
な
意
図
か
ら

「
地
域
体
験
学
習
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
生
徒
は
「
親
は
難
し
い
仕
事
を
し
て

い
る
ん
だ
な
あ
」
と
感
嘆
の
吐
息
を
も

ら
し
、
先
人
の
功
績
や
両
親
へ
の
尊
敬

を
新
た
に
報
告
文
を
綴
っ
て
い
た
。

人はひとりでは生きられない。温かい→11月は「全国青少年健全育成強調月間」

9とおガ夢3昭和63年11月10日



滋
　
＊
．
卿
　
＊
6
　
＊

　
ち
　
ぽ
う

臓
痴
呆
性
老
人
鮎
よ
手
な
お
世
話
講
座

　
痴
呆
性
老
人
と
生
活
し
て
い

る
、
看
護
方
法
を
知
り
た
い
、

自
分
で
何
か
役
に
立
て
る
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
か
…
…
。

　
そ
ん
な
皆
さ
ん
、
実
際
に
お

年
寄
り
と
接
し
な
が
ら
一
緒
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
下
の
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
い
ま
す
。

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
対
象
者
　
痴
呆
性
老
人
の
看

護
に
関
心
の
あ
る
人
（
30
人
）

■
参
加
料
　
無
料
（
た
だ
し
調

理
実
習
費
と
し
て
枷
円
が
必
要

で
す
）

■
申
し
込
み
　
n
月
2
4
日
㈲
ま

で
に
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

　
ク
リ
ス
マ
ス
パ
；
テ
ィ
ー
が

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会
を
開
き
ま

す
。
今
年
は
楽
し
く
ダ
ン
ス
を

し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
仲
間
を

ふ
や
し
ま
し
よ
う
。

■
と
　
き
　
n
月
1
6
・
30
日
、

12

月
7
日
の
各
水
曜
日
、
午
後

7
時
～
8
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
青
少
年
ホ
ー
ム

■
対
象
18
歳
以
上
3
0
歳
未

満
の
男
女

■
参
加
料
　
獅
円

■
申
し
込
み
　
H
月
1
5
日
ω℃
ま

で
に
青
少
年
ホ
ー
ム
（
費
5
7

8
9
1
8
）
へ
。

・な祝ク画正　絡いりわ在年　　　婁　　　　 学習プログラム　　　　～2
4
0
0
）
へ
。

鱈

月　　日 内　　　　容

11月30日（水）

午後1時～4時

o映写「ぼける」

○看護のポイント

12月7日（水）
午前10時～午後4時

〇五日町病院での実習（マイタロバス送迎）

○痴呆とは何か、治療と予防

12月15日（木）

午後1時～4時

o痴呆性老人に関する社会福祉制度
○話し合い「私たちが地域で、家庭でできることは何か」

12月22日（木）

午前10時～午後4時

o痴呆性老人の食事のお世話（調理実習）
○寸劇（痴呆性老人家族会よもぎの会）

蕎
隼
学
級

　
40
周
隼
記
怠
葉
会

　
十
日
町
青
年
学
級
開
設
4
0
周

年
記
念
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。

在
籍
者
名
簿
を
作
成
し
住
所
の

わ
か
る
人
に
は
案
内
状
を
お
送

り
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て

い
な
い
人
が
い
ま
し
た
ら
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
記
A
．
心
集
会
は
、
n
月
2
0
日
㈹

正
午
か
ら
公
民
館
で
タ
イ
ル
壁

画
の
除
幕
式
、
午
後
－
時
か
ち

ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル
で
式
典
、

祝
賀
会
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
連
絡
先
　
公
民
館
（
費
5
7

5
0
1
1
）
へ
。

説明会場　　署旦さの徴会 趣福で甲上り甲1ユ甲せ楽を．

南
役
所
は

求
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ク
リ
ス
マ
ス
交
溌
塞

　
今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

を
計
画
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
と
き
1
2
月
n
日
㈹
午
前

H
時
3
0
分
～

■
と
こ
ろ
　
ク
ロ
ス
⑭

■
会
費
千
円
（
小
学
生
以

上
）■

申
し
込
み
　
H
月
3
0
日
㈲
ま

で
に
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
会

福
祉
事
務
所
内
盈
内
線
悩
）
へ
。

年
末
調
整
説
明
会

　
昭
和
6
3
年
分
年
末
調
整
説
明

会
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。

徴
収
義
務
者
の
皆
さ
ん
、
都
合

の
つ
く
会
場
へ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
税
務

署
（
盈
52
　
3
1
8
1
）
へ
。

月　日 時　間 会　　　場

11月22日

　（火）
午後2時～ 市　民　会　館

11月24日

　（木）

午前10時～

午後2時～
津南町役場
中里村総合センター

11月25日
　（金）

午前10時～

午後2時～

ト日町税務署
川西町商工会館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　岬　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　一　　　一　　一　　一　一　一
一一

総合体育館・市罠体育館（9（轡使期（後簸鱒～§碑翻

⑳
駆
ー
3
蓬
薙
潅
票
9
4
8
千
歳
讐
－
3
》
薙
す

日 月 火 水 木 金 土

総
　
合
　
体
　
育
　
館

ア　PM5：30

リ
i
　 7：30
ナ
（
2
F
）
　
　
9 ：30

　1　：㊧バ
　1　　ド
㊧il
　：　卜
一＿」．』

　i㊥硬
　1　式
㊧i：
　：　ス
　：

閉
1
一闇…一一

館

i㊥バ
㊧：　じ
：　こ

il
一一一一一：一』

i㊥バ
1　　ド

㊧il
：　ト

：　ン

　i㊥乞

㊧口
　：f層甲甲甲願：一曹一北

　i㊥軟

㊧
　：　式
　：　テ
　1　：　二
　：　ス

　I　i鰍
㊧il
　：　♪
＿一一L一』一

　1　：㊥冥
　1　　　ケ

㊧　：　、ノ　：　ト、

　ボ　：　ノし　：

　鯉
㊥巨
　1　一

　スー一一鼎．二甲甲一騨響

　I　i鞭
㊧i重
　：　一　ロ　　ス

屋剛5：30
内
グ
ラ
ウ
　 7130
ン
ド
（
1
F
－
　
　
9 ：30

館

㊧
甲
　
　
　
　

㊥野

　球

閉
卜一…一－”
館

サ
　
ツ
　
カ
　
1

ナ
㊧
…
… 一！

㊧

㊧
一
　一　一　一　一　一　ロ　ー＝一　一
㊧サ

　ツ
　カ
　i

㊧
一
　
　
　
　
鱒
　
　
　
　
騨
　
　
　
　

㊧

国
の
進
学
q
ー
ン

　
高
校
、
大
学
な
ど
に
進
学
す

る
た
め
の
「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」

が
！
0
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、
よ

り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
は
68
万

人
、
融
資
額
は
3
千
億
円
に
も

達
し
て
い
ま
す
。

　
融
資
額
　
㎜
万
円
以
内

　
利
　
率
　
年
留
％

　
融
資
期
間
　
5
年
以
内
（
毎

　
月
元
利
均
等
返
済
、
ボ
ー
ナ

㊨・…専用使用（団体による貸し切りの使用、卑用使用料金による使用）の区分です。

　　　所定の専用使用申請書により、予約手続きをすませてください。
　　　※専用の予約が入っていない場合には、個入券・年間券の八も使用できます、，

㊥・…その曜日の種目が練習できます。

PM5：30 フ フ フ フ フ フ 軟・
　／式、

市 リ リ リ リ リ リ テニ
ニア

民
体
　
　
　 7：30

　　　1 　　1 　　1
一一十一一一

　　1 1　　　　　　　　1
一一一丁一…！………一一

　　ス　ー

育
館
　
　
　
　
　
　 9：30

　ヘ
サル
！ン
ク　1

ル

ベ　バ　身

鰍晦
　　　＋←
持率凋日
15　1コケ
1レ。ゴル　　ル

　1　　 」三
ノぐ　1　　目
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返
済
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保
証
人
　
1
人
以
上

　
■
申
し
込
み
　
64
年
4
月
の
進

　
学
予
定
者
は
64
年
4
月
3
0
日
㈲

　
ま
で
に
国
民
金
融
公
庫
長
岡
支

　
店
（
盈
0
2
5
8
3
6
4
3

　
6
0
）
へ
。

　
住
望
霧
要
輿
態
調
査

　
　
県
で
は
国
の
委
託
を
受
け
て
、

　
1
2
月
1
日
に
「
昭
和
6
3
年
住
宅

　
需
要
実
態
調
査
」
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
日
ご
ろ
住
宅
に
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ブ）持改う　　　9：30ル　1臥・レ羽ム　／レ　£菜iン　1レ　ス
でつ善に　　　　　．すてに考　11月の体育施設無料開放日は26日（土）です

。
い
つ
え
　
　
　 ！！からグ）開放施設は総合体育館、市民体育館、武道館です，、
　　る　い　て
　　かてし、　第22回市民スポーツ大会（結果）野球チャンピオン大会第1位吉沢織物㈱

　
全
国
約
9
万
世
帯
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
が
、
新
潟
県
で
は

約
千
㎜
世
帯
に
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
n
月
2
4
日
㈲
～
1
2
月
7
日
㈲

ま
で
の
間
に
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築

住
宅
係
（
盈
内
線
猫
）
へ
。

ヱ0

　　　　　　　　　　　　　　　、
／ださい。■とき　／4月48・19日（金・二L）午前9時～午後4時　■ところ　鼻体障害者福祉セン9…（塚原町。保

　健所隣）　■展示作品　版画，手芸＼書道、編物。焼物。生け花



＝薬通蒙翁泰蟹ン蝋一ン

■タ暮れ時、雨天時は要注意を

視界が不十分になります。運転者はく

れぐれも安全運転を。

　歩行者は運転者からよく見える服装、

例えば明るい色の服、反射材をはった

服を。黒っぽい服は見えにくいです。

　10月中の交通事故発生状況（）累計

市　町　村 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
63年 14（105） 16（127） O（3）

62年 22（98） 22（115） O（2）

川西町
津南町
中里村

63年 8（52） 7（67） 1（3）

62年 6（43） 6（53） O（O）

計
63年 22（157） 23（194） 1（6）

62年 28（141） 28（168） O（2）

　　　　前方と後方の

　　　　　安全の不確認
　　　10月31日（月）午後5時30分ごろ、

昭和町1地内の市道で、駐車中の乗用車

が発進した際、後方から来たバイクと衡

突しました。両者の安全不確認が原因で

す。運転するときは前後、左右の安全を

しっかりと確認してください。

　　　　作業停’電
　　東北電力㈱十日町営業所盈52－3107

◆11月17日㈲午前8時30分～11時30分／

伊達2・4の全部、伊達1・3、土市4

の各一部　午後0時30分～4時30分／土

市1・3の各一部
◆11月21日（月）午前9時30分～正午／／船坂

の全部

◆11月24日困午前9時30分～正午／稲荷

町3本通り・3北の各一部

◆11月30日㈱午前9時30分～正午／南雲

の全部

◆12月2日（金）午前9時～正午／本町6－

1の一部

劇
息
・
忘
倉

零谷
埋立旭

長福嵜沢

男

工事現場

な
臆
　
爆蛎

囎

月￥皇

』

衛
生
施
設
組
合
か
ら
お
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
費
欝
…
璽
7
導
葉
・
駿
ー
3
9
2
4
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
う
回
路
は
県
道
十
日
町
川
西

霧
谷
埋
立
地
は
　
　
　
…
線
で
す
・
な
お
・
4
ト
ン
以
上

　
　
　
「
う
回
路
』
を
…
の
大
刑
重
は
室
号
高
倉
方
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
霧
谷
埋
立
地
の
川
西
町
道
．
　
一
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
道
幅
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
藤
沢
線
は
、
災
害
復
旧
工
　
【
狭
く
、
待
避
所
も
少
な
い
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
の
た
め
に
H
月
1
日
か
ら
今
　
一
で
き
る
だ
け
運
行
は
ご
遠
慮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
度
い
っ
ぱ
い
「
全
面
交
通
止
　
一
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め
」
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
一

　
　
　
　
思
警
7
　
．
　
　
机
詳

㎜
1
1
／
1
4
～
2
0

㎜
第
一
焼
却
場
を
修
理

　
現
在
、
二
つ
の
焼
却
場
で
ゴ

ミ
焼
却
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

老
朽
化
し
た
第
一
焼
却
場
を
修

理
し
ま
す
。
期
間
は
H
月
1
4
日

㈲
～
2
0
日
㈹
で
す
。

　
修
理
期
間
中
は
、
家
の
取
り

壊
し
な
ど
に
よ
る
廃
材
、
タ
タ

ミ
、
タ
ン
ス
、
机
な
ど
の
大
型

ゴ
ミ
は
処
理
が
で
き
ま
せ
ん
。

消
防
署
（
盈
5
7
　
1
5
5
5
）

の
許
可
を
得
て
自
己
処
分
を
し

て
く
だ
さ
い
。

クマに注意してください

10月下旬、珠川地内でクマの足跡が発

見されました。飼料用トウモロコシ畑で

若干の被害を受けています。

また、11月5日（f：）には土市地内でクマ

が目撃されています。

冬を前にして出てきたものと思われま

すが、くれぐれも注意してください。も

し発見したら、すぐに農林課林政農災係

（盈内線334・335）へご連絡ください。

ヱヱとおガ詳3昭和63年11月10日

く
み
取
り
、
お
早
め
に

　
降
雪
前
は
、
く
み
取
り
が
大

変
に
混
み
合
い
ま
す
。
計
画
収

集
を
し
ま
す
の
で
早
め
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
下
水
道
工
事
等
で
ト

イ
レ
を
改
造
す
る
と
き
は
工
事

前
に
く
み
取
り
が
必
要
で
す
。

工
事
日
時
を
決
め
る
際
は
業
者

に
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
㈲
す
る
が
や
清
掃
社
（
盈
52

　
2
0
1
8
）

■
津
南
清
掃
社
（
盈
52
　
3
7

0
7
）

■
下
条
清
掃
社
（
盈
5
5
　
2
0

4
6
）

■
川
西
ク
リ
ー
ン
（
暦
68
－
2

4
2
8
）

　
な
お
、
第
二
焼
却
場
に
持
ち

込
む
場
合
は
長
さ
5
0
抽
、
、
以
下
に

切
っ
て
く
だ
さ
い
。

第4画おじさい公園写真識ンテスト（入賞結果〉

第4回あじさい公園写真コンテ

ストの審査会（応募22点）が10月

4日に開かれ、入賞作品が決まり

ました。　（敬称略）

「おしんとい一，しょに」

宮沢健二（小黒沢）

「賑わうあじさい公園」

石川哲司（田川町1）

「あじさいとエアロビクス」

田口正樹（川西町）

「広がるあじさい公園」

斎木末吉（本町6－2）

ディ・サービス事業「作品展」　健康でありたいという願いの中で機能訓練をし

ながら＼不目由な体や手足を使ってようやく完成にこぎつけた作品です。ご覧く／
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市
虜
億
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ヤ
幅
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鑑
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写
真
、

か
か
わ
る
石
碑
で
あ
る
。

か
の
ぼ
り
、

右
手
に
折
れ
、
蕨
平
を
過
ぎ
、

ぼ出
る
。

分
校
前
に
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
お
　
だ

霊
が
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
ろ
く

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
ご
し
ょ
い
ん
ば
ん

が
、

人
を
勤
め
た
旗
本
で
、

で
あ
っ
た
。

　
明
治
元
年
十
月
、

　
　
ち
ぢ
み
ぬ
の
あ
き
な
い

条
へ
来
る
。
当
時
、

村
で
荒
地
も
少
な
か
っ
た
。

炉雌茎歩
r史編さん室　⑳⑳

・短舜秘舟

錨乳菰よ詫箋
　　　　　㌦
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三ツ山の開田

　
　
　
　
二
基
の
碑
は
三
ツ
山
開
田
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飛
渡
川
を
さ

　
　
　
　
　
市
農
協
新
水
支
所
前
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
段
々
田

圃
の
坂
道
を
上
る
と
三
ツ
山
の
集
落
へ

　
　
　
碑
は
飛
渡
第
一
小
学
校
三
ツ
山

　
　
　
　
　
　
　
左
手
の
碑
に
は
村
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
り
し
ょ
う
ざ
ぶ
ろ
う

が
神
と
あ
が
め
る
小
田
切
庄
三
郎
の
神

イ
田
切
庄
三
郎
は
イ
禄
で
は
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う
じ
ゅ
い
ん

　
江
戸
城
御
書
院
番
や
峰
寿
院
の
用

　
　
　
　
　
　
　
　
名
の
通
っ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
小
田
切
は
へ
き
地

を
開
い
て
永
住
す
る
こ
と
を
志
し
、
知

人
の
縮
布
商
中
条
村
文
吉
を
頼
っ
て
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
は
た

　
　
　
　
　
　
　
　
三
ツ
山
は
皆
畑
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
を
開

拓
地
と
決
め
た
小
田
切
は
不
足
の
資
金

を
上
組
村
の
甚
四
郎
や
文
吉
に
求
め
、

開
田
に
精
進
し
た
。
初
め
村
下
濁
川
か

ら
水
を
引
こ
う
と
す
る
が
既
に
他
村
の

水
源
で
あ
っ
た
こ
と
で
断
念
し
、
遠
く

枯
木
又
沢
を
水
源
に
し
て
用
水
取
り
入

れ
を
始
め
た
。
江
戸
か
ら
連
れ
て
来
た

幼
児
を
文
吉
に
預
け
、
ひ
と
り
村
人
を

励
ま
し
て
水
の
取
り
入
れ
に
腐
心
し
た
。

　
し
か
し
明
治
三
年
、
志
半
ば
で
児
を

失
い
、
悲
嘆
し
帰
京
す
る
。
そ
の
う
え

同
年
、
自
ら
も
病
を
得
、
十
月
十
五
日
、

再
び
三
ツ
山
へ
帰
る
こ
と
な
く
没
し
た
。

　
小
田
切
の
没
後
、
三
ッ
山
の
文
八
、

奥
右
衛
門
、
清
太
郎
、
次
郎
兵
衛
等
が

遺
業
を
継
ぐ
。
取
水
口
か
ら
三
キ
。
材
余
、

小
田
切
の
没
後
、
開
田
ま
で
に
は
幾
星

霜
か
を
要
し
た
。
右
側
の
碑
文
に
は
、

　
こ
う
き
ょ

『
溝
渠
延
長
四
千
四
百
有
余
間
、
高
原

　
　
　
こ
ん
こ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

の
地
上
猿
々
と
し
て
清
流
尽
き
ず
』
の

一
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
三
ツ
山
の
名
は
、
そ
の
開
田
よ
り
田

ご
と毎
の
月
で
知
ら
れ
て
い
る
。
田
毎
の
月

も
、
故
人
の
遺
徳
を
伝
え
て
い
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

田圃わきに建つ2基の碑

　
．
o
・
へ

■

・
＝
　
　
　
6

　
　
　
二

　
▲
τ

7

一47一

統
計
調
査
に
三
十
二
年
、

　
　
　
　
　
ら
ん
じ
ゅ
ほ
う
し
ょ
う

　
　
晴
れ
の
藍
綬
褒
章
を
受
け
る

　
　
　
　
滝
沢
文
吉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
本
町
一
上
　
6
6
歳
）

　
今
月
二
日
発
表
の
秋
の
褒
章
で
、
藍

綬
褒
章
に
輝
き
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た

っ
て
公
益
の
た
め
に
尽
く
し
た
人
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。
昭
和
三
十
一
年
の

工
業
統
計
調
査
を
振
り
出
し
に
、
今
年

ま
で
に
九
種
類
の
調
査
に
延
べ
八
十
数

回
も
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
顔
見
知
り
も
多
く
、
調
査
拒
否
も

な
く
比
較
的
苦
労
な
く
や
っ
て
こ
れ
た

こ
と
は
幸
い
で
し
た
ね
」
　
「
昭
和
四
十

年
の
国
勢
調
査
か
ら
記
入
方
法
が
マ
ー

ク
シ
ー
ト
方
式
に
な
っ
た
ん
で
す
が
、

私
ら
調
査
員
も
市
の
職
員
の
皆
さ
ん
も
、

と
ま
ど
っ
た
と
い
う
思
い
出
が
あ
り
ま

す
」
と
三
十
二
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
提
出
期
限
が
あ
り
ま
す
が
、
先
方

の
都
合
に
合
わ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
ま
め
に
足
で
稼
ぐ
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
」
と
調
査
員
の
心
構
え

を
。
　
「
市
職
員
の
皆
さ
ん
、
調
査
地
区

の
人
た
ち
と
も
知
り
合
え
ま
す
し
、
自

分
の
勉
強
に
も
な
り
ま
す
」
。

　
「
家
内
と
孫
が
喜
ん
で
く
れ
た
ん
で

す
よ
」
と
目
を
細
め
て
話
し
ま
す
。
晴
れ

の
伝
達
式
は
今
月
二
十
四
日
に
通
産
省

本
館
で
、
翌
二
十
五
日
に
は
皇
居
で
皇

　
　
　
　
　
せ
つ
け
ノ
ん

太
子
殿
下
に
接
見
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
　
直
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

で
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
雪
と
か
。

　
と
こ
ろ
で
今
、

　
晴
天
に
恵
ま
れ

た
日
曜
日
の
六
日
、

雪
囲
い
、
つ
け
菜

洗
い
と
冬
支
度
の

光
景
が
あ
ち
こ
ち

今
冬
の
予
報
で
は

　
　
　
　
　
さ
て
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
雪
に
ま
つ
わ
る
二
冊

の
写
真
集
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
雪
国
と
お
か
ま
ち
」
（
十
二
月
発
行
）

と
、
雪
ま
つ
り
四
十
周
年
記
念
誌
「
雪

花
（
せ
っ
か
）
の
譜
」
　
（
来
年
一
月
発

行
）
で
す
。
　
「
雪
国
と
お
か
ま
ち
」
は
、

市
報
2
月
⑳
日
号
で
全
国
の
小
学
四
年

生
が
社
会
科
で
、
”
十
日
町
市
の
冬
の
く

ら
し
”
を
学
習
し
て
い
る
と
紹
介
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
こ
た
え
よ
う
と
発
行

し
ま
す
。
　
「
雪
花
の
譜
」
は
、
四
十
年

の
足
跡
を
記
録
す
る
と
と
も
に
新
し
い

雪
国
づ
く
り
の
布
石
に
し
よ
う
と
発
行

し
ま
す
。
紙
面
に
は
市
民
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
内
容
等
は
後
日
の
市
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
こ
の
冬
に
ぜ
ひ
読
ん
で
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
　
　
⑳

●
●
●
●
●
●
●
●
◎
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

齢糖妙自然
⑳ツルウメモドキ

逡餓
縄憎

　林の縁や草地など明るい場所に

生育する雌雄異株の落葉つる性植

物です。

　晩秋のころ、実は約8ミ、，くらい

まで肥大し、ミカン色に熟して3

つに裂け、中から赤い種子が現わ

れます。このミカン色の果皮と赤

い仮果皮との色の調和が美しいの

で生け花などに好んで使われます、

　種子は野鳥のエサとなり、食べ

られて広く分布します。葉の落ち

つくしたつるに、美しい果実が群

がってつくころは妻有の里に雪の

たよりを聞くころでもあります。

ヱ2




